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〔
平
成
二
十
九
年
度
研
究
会
活
動
報
告
〕

モ
ン
ゴ
ル
佛
典
研
究
会

研
究
会
代
表　

阿
部　

真
也

本
研
究
会
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
仏
教
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
研

究
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
二
十
四
年
前
か
ら
続

い
て
い
る
『
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
史
』
モ
ン
ゴ
ル
語
原
本
の
ロ
ー
マ
字
転

写
、
翻
訳
お
よ
び
訳
注
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
本
は
、
か

つ
て
橋
本
光
寳
師
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
『
蒙
古
喇
嘛
教
史
』（
原
文
チ

ベ
ッ
ト
語
）
の
モ
ン
ゴ
ル
語
写
本
で
あ
り
、
そ
の
研
究
は
ま
だ
学
界

に
お
い
て
、
さ
し
た
る
成
果
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
研
究

会
の
成
果
は
、「
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
」
の
第
十
八
号
（
平

成
八
年
三
月
）、
第
十
九
号
（
平
成
九
年
三
月
）、
第
二
十
号
（
平
成
十

年
三
月
）、
第
二
十
一
号
（
平
成
十
一
年
三
月
）、
第
二
十
二
号
（
平
成

十
二
年
三
月
）、第
二
十
三
号
（
平
成
十
三
年
三
月
）、第
二
十
四
号
（
平

成
十
四
年
三
月
）、第
二
十
五
号（
平
成
十
五
年
三
月
）、第
二
十
六
号（
平

成
十
六
年
三
月
）、
第
二
十
七
号
（
平
成
十
七
年
三
月
）、
第
二
十
八
号

（
平
成
十
八
年
三
月
）、
第
二
十
九
号
（
平
成
十
九
年
三
月
）、
第
三
十

号
（
平
成
二
十
年
三
月
）、
第
三
十
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
）、
第

三
十
二
号
（
平
成
二
十
二
年
三
月
）、
第
三
十
三
号
（
平
成
二
十
三
年

三
月
）、
第
三
十
四
号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
）、
第
三
十
五
号
（
平
成

二
十
五
年
三
月
）、
第
三
十
六
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）、
第
三
十
七

号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
）、
第
三
十
八
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）、

第
三
十
九
号（
平
成
二
十
九
年
三
月
）に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
の
助
成
金
に
よ
っ
て
、『﹁
モ
ン
ゴ
ル

佛
教
史
﹂
研
究
〔
一
〕』（
二
〇
〇
二
年
六
月
、
ノ
ン
ブ
ル
社
）、『﹁
モ

ン
ゴ
ル
佛
教
史
﹂
研
究
〔
二
〕』（
二
〇
〇
六
年
五
月
、ノ
ン
ブ
ル
社
）、

『﹁
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
﹂研
究〔
三
〕』（
二
〇
一
一
年
三
月
、ノ
ン
ブ
ル
社
）、

『﹁
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
﹂
研
究
〔
四
〕』（
二
〇
一
五
年
三
月
、ノ
ン
ブ
ル
社
）

の
四
冊
を
出
版
し
ま
し
た
。
で
は
、
本
研
究
会
の
研
究
内
容
の
一
部

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
写
本
で
す
が
、
チ
ベ
ッ
ト

語
版
は
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
中
国
で
三
種
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ

ベ
ッ
ト
語
版
か
ら
の
翻
訳
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
語
訳
、
日
本
語
訳
、

モ
ン
ゴ
ル
語
訳
、
漢
訳
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
随
時
参
照
し
つ
つ

読
ん
で
い
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
語
版
に
お
け
る
問
題
点
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
外
来
語
を
表
記
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語

ア
リ
ガ
リ
文
字
や
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
を
巡
る
も
の
で
す
。
テ
ク
ニ

カ
ル
タ
ー
ム
の
モ
ン
ゴ
ル
語
表
記
（
あ
る
い
は
訳
）
に
つ
い
て
は
、

モ
ン
ゴ
ル
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
ア
リ
ガ
リ
表
記
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
還

元
ア
リ
ガ
リ
表
記
な
ど
様
々
な
表
記
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は

あ
る
一
定
の
傾
向
（
あ
る
い
は
法
則
）
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
文
献

の
性
格
等
を
推
測
す
る
手
が
か
り
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
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た
、
人
名
等
の
音
写
語
に
異
な
る
表
記
が
非
常
に
多
く
あ
る
、
と
い

う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
次
に
、
異
な
る
写
本
の
存
在
の
可
能
性
で
す
。

チ
ベ
ッ
ト
語
版
、
あ
る
い
は
翻
訳
と
の
比
較
に
よ
り
、
一
致
し
な
い

記
述
が
時
折
出
て
来
ま
す
。
確
認
を
必
要
と
す
る
所
で
す
。

本
文
献
は
政
治
史
と
仏
教
史
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
仏

教
文
献
と
し
て
の
特
徴
あ
る
い
は
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

明
ら
か
に
し
て
い
く
所
で
す
が
、
何
点
か
挙
げ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
学
者（
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
）の
格
言
、

イ
ン
ド
の
龍
樹
の
言
葉
、
仏
陀
の
言
葉
、
諸
経
典
か
ら
の
引
用
が
し

ば
し
ば
あ
る
事
で
す
。
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
格
言
以
外
は
出
典
が

不
明
な
も
の
も
多
く
、
今
後
精
査
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
仏
教
語
の
音
写
が
、
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
か
ら
の
も
の
の
二
通
り
あ
る
点
で
す
。
教
理
内
容
と
合
わ
せ
て
検

討
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
研
究
会
の
活
動

・
毎
週
火
曜
日
：
18
時
〜
20
時
位
、
研
究
会

・
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
に
参
加
（
春
季
、
Ｈ
29
・
５
・
20　

東
京
外

国
語
大
学
。
秋
季
、
Ｈ
29
・
11
・
18
滋
賀
県
立
大
学
）

・
内
モ
ン
ゴ
ル
視
察
（
Ｈ
29
・
８
月
下
旬
）

今
後
の
予
定

　

毎
週
火
曜
日
：
18
時
〜
20
時
位
、
研
究
会

　

場
所
：
大
正
大
学
史
学
閲
覧
室
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頼
瑜
撰『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
注
研
究
会

研
究
会
代
表　

小
宮　

俊
海

『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
は
、
新
義
真
言
教
学
の
祖
と
称
さ
れ
る

中
性
院
俊
音
房
頼
瑜
僧
正
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
が
、
そ
の

時
々
に
記
し
た
も
の
を
集
成
し
た
著
作
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

一
千
三
百
二
十
余
条
に
の
ぼ
り
、
書
名
の
ご
と
く
真
言
密
教
や
仏

教
諸
宗
に
関
わ
る
事
項
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
実
に
多
彩
で

あ
る
。
一
人
の
真
言
僧
侶
に
よ
る
教
学
的
著
作
の
域
を
超
え
、
当

時
の
宗
教
文
化
や
社
会
状
況
ま
で
を
も
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る

貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

本
書
は
す
で
に
『
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
七
巻
に
活
字
化
さ
れ

て
い
る
も
の
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
し
て
未
だ
不
十
分
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
会
は
諸
写
本
を
聚
集
し
、
智
積
院
新
文
庫
蔵
本
を

底
本
と
し
て
校
訂
本
文
を
作
成
し
、
条
目
ご
と
に
【
校
勘
】【
訓
読
】

【
注
釈
】【
解
説
】
を
施
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
の
は
、
新
文
庫
蔵
本
全
二
十
五
冊
の
う
ち
、
整

理
番
号
・
新
文
庫
三
十
一
―
四
―
（
二
十
五
―
二
十
三
）
に
相
当
す

る
一
冊
の
後
半
部
分
（
十
丁
表
～
十
八
丁
裏
）
で
あ
る
。
本
書
を
「
巻

第
三
」
と
定
め
、今
回
報
告
す
る
後
半
部
分
を
仮
に
「
巻
第
三
ノ
二
」

と
し
た
。
巻
第
三
ノ
二
に
収
録
さ
れ
る
条
目
は
次
の
通
り
。

○
五
十
四　

今
論
後
得
智
所
縁
事
。

○
五
十
五　

真
宗
生
住
等
諸
法
常
恒
如
是
生
事
。

○
五
十
六　

五
種
開
眼
事
。　

○
五
十
七　

神
讃
事
。

○
五
十
八　

婬
事
用
行
水
事
。 

○
五
十
九　

悪
人
死
骸
不
可
置
堂
舍
辺
事
。

○
六
十　
　

不
浄
説
法
過
事
。

○
六
十
一　

釈
論
第
四
末
那
転
中
復
次
釈
配
三
諦
事
。

○
六
十
二　

三
論
家
悉
有
仏
性
事
。

○
六
十
三　

華
厳
涅
槃
不
説
識
事
。

○
六
十
四　

結
集
者
事
。　
　
　
　

○
六
十
五　

仏
性
法
身
隠
顕
事
。

○
六
十
六　

二
教
論
法
性
身
事
。　

○
六
十
七　

法
華
論
三
仏
菩
提
事
。

○
六
十
八　

四
種
釈
事
。

本
年
度
は
以
上
、
十
五
の
条
目
に
つ
い
て
各
担
当
者
を
振
り
分

け
、
研
究
会
に
お
い
て
本
文
校
訂
な
ら
び
に
訳
注
研
究
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
次
年
度
以
降
引
き
続
き
訳
注
研
究
を
進
め
、「
巻

四
ノ
一
」
を
発
表
刊
行
予
定
で
あ
る
。
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近
世
唱
導
文
芸
研
究
会

研
究
会
代
表　

北
林　

茉
莉
代

本
研
究
会
は
、
大
正
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
近
世
唱
導
関
連

文
献
の
翻
刻
お
よ
び
研
究
を
目
的
と
し
て
い
る
。
当
面
の
目
標
は
、

大
正
大
学
図
書
館
蔵
本
『
類
雑
集
』
を
広
く
学
界
に
紹
介
す
る
こ
と

に
あ
る
。『
類
雑
集
』
は
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
唱
導
資

料
で
あ
り
、版
本
は
「
慶
安
四
年
辛卯
暦
十
月
吉
辰　

石
黒
庄
太
夫
板
本
」

の
奥
書
を
持
つ
も
の
と
、「
明
暦
三
丁酉
年
三
月
吉
辰
寺
町
通
圓
福
寺
前

町
秋
田
屋
平
左
衛
門
板
行
」
の
奥
書
を
持
つ
も
の
の
二
種
が
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
全
十
巻
と
総
目
録
一
冊
の
十
一
冊
で
、
同
じ
版
木
で
刷

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
版
本
は
、
大
正
大
学
以
外
に
も
所
蔵

さ
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
は
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
活
字
化

さ
れ
て
い
な
い
『
類
雑
集
』
の
翻
刻
作
業
は
、
非
常
に
有
意
義
で
あ

る
と
い
え
る
。

本
研
究
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教

研
究
所
年
報
』
に
一
巻
ず
つ
翻
刻
を
報
告
し
て
き
た
。
ま
た
、
翻
刻

作
業
と
同
時
に
、
引
用
文
献
の
調
査
な
ら
び
に
校
合
を
実
施
し
て
い

る
。
翻
刻
掲
載
時
に
は
、
典
拠
名
と
と
も
に
、
本
文
に
異
同
が
あ
る

場
合
は
校
異
の
結
果
を
脚
注
に
示
し
た
。
ま
た
、
資
料
の
状
態
を
忠

実
に
再
現
す
る
た
め
、
書
き
入
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
く
に
、
今

年
度
掲
載
の
巻
八
に
は
、
非
常
に
多
く
の
書
き
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
書
き
入
れ
の
訓
点
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
、
受
容
の
形

態
が
わ
か
る
よ
う
工
夫
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
の
伝
本
調
査
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
は

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
類
雑
集
』（
巻
七
）
の

調
査
も
実
施
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
改
め
て
報
告
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

今
年
度
は
、
総
勢
十
一
人
の
会
員
を
中
心
に
研
究
会
を
運
営
し
、

巻
八
の
翻
刻
お
よ
び
実
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
綜
合
佛

教
研
究
所
年
報
』
第
四
十
号
に
『
類
雑
集
』
巻
八
翻
刻
と
出
典
考
証

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
類
雑
集
』
は
国
文
学
研
究
者
に
お
い
て
、
以
前
よ
り
資
料
的
価

値
が
認
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
一
刻
も
早
く

『
類
雑
集
』
全
巻
翻
刻
を
達
成
し
、
近
世
に
お
け
る
唱
導
書
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
研
究
展
望
が
拓
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
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『
唐
決
』︱
日
本
に
お
け
る
天
台
教
学
受
容
過
程
の
研
究
︱ 

研
究
会
代
表　

寺
本　

亮
晋

本
研
究
会
は
、
第
三
期
目
に
入
り
、
助
走
期
間
二
年
と
二
期
六
年

に
続
い
て
「
円
澄
疑
問　

広
修
決
答
」
と
「
円
澄
疑
問　

維
蠲
決
答
」

の
読
解
作
業
（
訓
読
・
現
代
語
訳
・
注
釈
）
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
「
唐

決
」
の
両
テ
キ
ス
ト
は
、
円
澄
が
日
本
よ
り
発
す
る
三
十
の
疑
問
に

対
し
て
、
唐
の
天
台
山
の
広
修
と
そ
の
弟
子
の
禅
林
寺
維
蠲
が
そ
れ

ぞ
れ
決
答
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
円
澄
の
発
す
る
同
じ
疑
問

に
対
し
て
、
両
者
の
異
な
る
答
え
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
疑
問
か
ら
見
え
る
当
時
の
日
本
天
台
の
教
学
的
水
準
を
探
り
、

ま
た
唐
か
ら
の
決
答
の
水
準
も
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

初
期
日
本
天
台
が
そ
れ
ら
の
決
答
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
を
研

究
し
、
以
降
の
中
古
天
台
を
初
め
と
す
る
論
義
や
口
決
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
か
を
探
る
基
礎
と
な
る
研
究
で
あ
る
。
た
だ
し
、

初
期
日
本
天
台
、
延
い
て
は
日
本
仏
教
の
全
体
に
関
わ
る
論
点
を
含

む
第
一
級
資
料
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
体
系
的

な
研
究
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
会
の
作
業
の
目
的
は
、

研
究
会
独
自
の
テ
キ
ス
ト
作
成
で
あ
り
、
他
の
「
唐
決
」
テ
キ
ス
ト

の
研
究
の
た
た
き
台
と
な
る
基
礎
的
研
究
と
言
え
よ
う
。

原
則
、
今
年
度
は
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
研
究
会
を
開
催
し
た
。
す

で
に
前
年
度
ま
で
に
精
査
・
読
解
し
て
い
た
五
つ
の
問
答
を
、
中

間
報
告
に
向
け
て
再
検
討
を
加
え
た
。
三
十
問
の
中
、『
摩
訶
止

観
』
の
巧
安
止
観
の
箇
所
に
お
い
て
、
痴
迷
と
無
明
に
は
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
、
広
修
も
維
蠲
も
と
も
に
不
二

と
す
る
第
二
十
六
問
答
「
痴
迷
と
無
明
の
こ
の
二
つ
は
何
れ
の
殊
あ

ら
ん
や
」。
五
品
弟
子
位
は
十
信
の
前
か
、
十
信
の
第
五
心
に
相
当

す
る
の
か
を
別
教
と
円
教
の
解
釈
に
よ
っ
て
問
答
す
る
第
二
十
七
問

答
「
五
品
と
十
信
の
差
別
は
同
ぜ
ず
、
諸
々
の
忍
位
の
号
は
ま
た
異

な
る
」。『
摩
訶
止
観
』
の
破
法
遍
に
、
初
信
に
見
惑
を
断
じ
、
二
信

以
降
に
思
惑
を
断
じ
る
と
言
う
が
、
見
思
惑
が
無
明
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
十
信
以
降
に
断
じ
る
こ
と
と
の
相
違
を
述
べ
る
第
二
十
八
問
答

「
見
思
は
即
ち
無
明
と
は
、
何
が
故
に
二
信
よ
り
已
去
は
思
を
断
ず

と
云
う
や
」。『
摩
訶
止
観
』
に
中
道
観
を
明
か
す
中
、
一
生
の
う
ち

に
修
行
し
て
悟
る
人
と
は
龍
女
な
の
か
、
そ
れ
と
も
他
に
い
る
の
か

と
い
う
第
二
十
九
問
答
「
初
品
よ
り
初
住
に
至
る
ま
で
、
一
生
に
修

証
す
べ
き
と
は
誰
を
か
そ
の
人
と
な
す
や
」。『
摩
訶
止
観
』
観
病
患

境
に
説
か
れ
る
六
気
は
、
心
を
運
び
想
を
帯
び
て
口
よ
り
作
ら
れ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
一
々
の
気
が
作
ら
れ
る
の
か
と
い
う
第
三
十
問
答

「
六
の
気
は
一
一
に
気
を
作
す
や
、
そ
れ
如
何
」。
以
上
の
五
つ
の
問

答
で
あ
る
。

こ
の
最
後
の
五
つ
の
問
答
は
、
天
台
大
師
智
顗
の
『
摩
訶
止
観
』

か
ら
生
じ
た
疑
問
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
た
だ
し
、
比
叡
山

か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
疑
問
に
対
し
て
、
唐
の
回
答
が
的
を
射
て
い
な

い
こ
と
が
し
ば
し
ば
垣
間
見
え
る
。
ま
た
、
広
修
と
維
蠲
の
決
答
の

分
量
や
内
容
を
比
較
し
て
み
て
も
、
ま
ず
ま
す
差
異
が
顕
著
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
以
上
の
問
答
が
、
以
降
の
日
本
天
台
の
論
議
や
口
決
に

見
ら
れ
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、「
唐
決
」
が
い
か

に
重
要
な
典
籍
で
あ
っ
た
か
を
再
確
認
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
問
答
は
現
在
で
も
結
論
が
出
て
い
な
い
問
題
を
含
ん
で
お

り
、
当
時
の
日
本
の
学
僧
の
教
学
的
水
準
の
高
さ
に
は
感
嘆
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

今
年
度
も
、『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
四
〇
号
に
、

「
唐
決
︱
「
広
修
決
答
」
と
「
維
蠲
決
答
」
の
比
較
研
究
（
五
）
︱
」
と
し

て
前
述
の
五
つ
の
問
答
を
中
間
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
第

三
期
で
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
読
解
が
一
旦
完
了
す
る
。
天
台
を

学
ぶ
研
究
員
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
今
年
度
を
も
っ
て
こ
の
研
究
会

は
一
旦
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
だ
「
唐
決
」
は
他
に
五

種
も
残
っ
て
お
り
、「
唐
決
」
研
究
は
中
途
半
端
で
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
後
継
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
研
究
会

代
表
と
し
て
忸
怩
た
る
思
い
で
あ
る
が
、
ま
た
い
つ
か
こ
の
研
究
が

再
開
す
る
こ
と
を
切
に
願
う
の
み
で
あ
る
。
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仏
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デ
ィ
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研
究
会

研
究
会
代
表　

森　
　

覚

本
研
究
の
目
的
は
、
人
文
科
学
的
な
精
読
分
析
に
よ
り
メ
デ
ィ
ア

の
表
現
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
時
代
や
地
域
ご
と
に
変
遷
し
、
異
な

る
媒
体
を
横
断
し
な
が
ら
多
様
化
し
て
き
た
仏
教
の
宗
教
表
象
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
か
ら
人
へ
情
報
を
伝
え

る
媒
体
表
現
・
伝
達
手
段
の
視
点
か
ら
、
宗
教
者
や
知
的
エ
リ
ー
ト

だ
け
で
な
く
、
広
く
大
衆
に
受
容
さ
れ
て
き
た
仏
教
文
化
の
実
態
を

浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
、
共
同
研
究
会
が
目
指
す
統
一
課
題
と
な

る
。主

な
考
察
対
象
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
は
、
メ
デ
ィ
ウ
ム
の
複
数
形
と

な
る
語
で
あ
り
、
媒
体
、
媒
質
、
伝
達
手
段
、
中
間
と
訳
さ
れ
る
。

人
間
同
士
が
知
覚
・
感
情
・
思
考
を
伝
達
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
媒
体
と
な
り
、
情
報
や
デ
ー
タ
を
記
録
・
伝
達
・
保
存

す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
音
声
や
素
材
、
身
振
り
等
と
い
っ
た
物
理

的
実
体
を
指
す
概
念
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
美
術
史
学
で
は
、
媒

体
と
い
う
定
義
に
注
目
し
、
伝
達
手
段
と
な
り
、
表
現
形
式
に
影
響

を
及
ぼ
す
素
材
や
技
術
を
も
こ
の
用
語
が
内
包
す
る
問
題
と
し
て
議

論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
現
代
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
れ

ば
明
ら
か
だ
が
、
仏
教
は
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
そ
の
教
理
を
人
々
へ
広
め
、
東
ア
ジ
ア
圏
を
中
心
に
各
国
で
発

展
し
て
い
る
。
紀
元
前
五
世
紀
頃
の
古
代
イ
ン
ド
で
釈
迦
が
総
称
し

た
仏
教
の
法
理
は
、
当
初
、
人
か
ら
人
へ
の
直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
教
説
の
忘
失
を
防

ぎ
、
教
理
と
し
て
の
体
系
化
を
図
る
目
的
か
ら
、
経
典
、
仏
像
、
寺

院
、
仏
塔
、
石
碑
、
音
楽
、
儀
礼
と
い
っ
た
、
今
日
で
い
う
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
思
想
の
探
究
と
伝
道
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
仏
教
は
、

こ
れ
ら
の
媒
介
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
情
報
の
保
存
と
継
承
、
文
字

を
読
め
な
い
者
ま
で
含
め
た
大
勢
の
人
々
に
対
す
る
布
教
を
推
し
進

め
、
イ
ン
ド
周
辺
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
、

欧
米
諸
国
に
ま
で
教
線
を
拡
大
し
て
い
く
。

さ
ら
に
世
界
各
地
へ
伝
播
し
た
仏
教
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
体
の

政
治
体
制
、
経
済
構
造
、
社
会
階
級
、
性
別
、
異
宗
教
、
習
慣
、
思
想
、

価
値
観
な
ど
と
い
っ
た
異
文
化
と
接
触
し
、
時
に
対
立
や
葛
藤
を
生

じ
さ
せ
な
が
ら
融
合
し
て
い
く
。
メ
デ
ィ
ア
は
、
宗
教
の
枠
組
み
を

越
え
て
、
多
様
な
文
化
的
営
み
と
混
淆
し
、
時
代
や
地
域
ご
と
に
変

容
す
る
こ
う
し
た
仏
教
を
文
字
、
図
像
、
映
像
、
音
響
で
表
現
し
て

き
た
。
そ
こ
で
本
研
究
会
は
、
メ
デ
ィ
ア
表
現
を
通
じ
て
認
知
さ
れ

る
仏
教
に
関
連
す
る
諸
相
を
比
較
文
化
学
と
表
象
文
化
論
の
学
術
分

野
か
ら
考
察
す
る
。

現
在
、
活
動
五
年
目
を
迎
え
る
仏
教
文
化
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
研

究
会
で
は
、
共
同
研
究
の
参
加
者
各
自
が
分
担
す
る
論
文
の
作
成
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
包
括
す
る
総
論
を
よ
り
具
体
的
な

も
の
に
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
現
段
階
の
構
想
と
し

て
は
、
近
現
代
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
が
表
現
し
て
き
た
仏
教
の
宗
教

表
象
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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近
代
仏
教
研
究
に
お
い
て
は
、
国
民
国
家
の
成
立
や
科
学
思
想
の

流
入
と
い
っ
た
背
景
の
中
で
、
大
乗
非
仏
説
論
な
ど
の
近
代
的
な
問

題
の
解
決
と
し
て
の
新
し
い
仏
教
思
想
に
着
目
さ
れ
て
い
る
が
、
同

時
に
、
現
代
の
身
近
な
仏
教
文
化
も
ま
た
近
代
以
降
に
つ
く
ら
れ
た

新
し
い
も
の
と
な
る
。
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
令
や
欧
化
政
策
を
契

機
と
し
て
顕
在
化
し
た
日
本
仏
教
の
近
代
化
は
、
学
術
研
究
、
教
団

改
革
、
宗
教
者
の
社
会
実
践
と
い
っ
た
側
面
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
美

術
・
出
版
・
映
像
と
い
っ
た
分
野
に
波
及
す
る
こ
と
で
新
た
な
仏
教

文
化
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
近
代
以
降
の
文
化
的

う
ね
り
は
、
人
間
の
創
作
表
現
と
結
び
つ
き
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

発
信
さ
れ
て
き
た
が
、
現
代
人
の
多
く
は
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
遠
い

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
統

的
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
仏
教
文
化
も
実
は
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
人

工
的
に
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
事
実
は
、
エ
リ
ッ

ク
・
ボ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
と
テ
レ
ン
ス
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
著
書
『
創
ら
れ

た
伝
統
』
に
お
け
る
指
摘
と
重
な
る
部
分
も
大
き
い
。
経
典
や
教
義

に
関
す
る
研
究
や
仏
教
史
・
仏
教
美
術
史
の
研
究
で
は
扱
わ
れ
て
こ

な
か
っ
た
、
近
代
以
降
に
出
現
し
た
仏
教
文
化
の
所
産
を
考
察
す
る

事
で
、
創
ら
れ
た
「
仏
教
文
化
」
と
い
う
共
通
意
識
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
た
い
。
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国
仏
教
研
究
会

研
究
会
代
表　

大
八
木　

隆
祥

当
研
究
会
は
中
世
東
国
仏
教
の
実
態
解
明
を
目
的
に
発
足
し
た
も

の
で
あ
り
、
現
在
は
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
称
名
寺
聖
教
の
写

本
『
仙
芥
集
』（
一
三
函
―
一
―
一
～
三
二
）
の
翻
刻
を
進
め
て
い
る
。

『
仙
芥
集
』
は
鎌
倉
時
代
の
真
言
僧
で
あ
る
定
仙
（
一
二
三
三
―

一
三
〇
二
）
の
受
法
記
録
で
あ
る
が
、
定
仙
の
弟
子
の
智
照
が
定
仙

の
受
法
記
録
を
テ
ー
マ
ご
と
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
、

本
号
掲
載
分
の
一
三
函
一
―
一
一
の
奥
書
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

当
研
究
会
は
一
昨
年
度
ま
で
に
一
三
函
―
一
―
一
か
ら
九
ま
で
の

九
冊
の
翻
刻
を
終
え
て
お
り
、
作
年
度
は
一
三
函
―
一
―
一
〇
か
ら

一
四
ま
で
の
五
冊
を
翻
刻
し
た
。
こ
れ
を
『
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』

第
三
十
九
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
掲
載

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
本
年
度
は
一
三
函
―
一
―
一
五
か
ら
二
〇
ま

で
の
六
冊
を
翻
刻
し
、
前
号
未
掲
載
の
一
〇
か
ら
一
四
の
五
冊
分
の

翻
刻
と
合
わ
せ
、
今
号
に
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
下
、
翻
刻
分
の
概
要
を
記
す
が
、
一
〇
か
ら
一
四
の
分
は
前
号

の
「
研
究
会
活
動
報
告
」
に
掲
載
済
み
で
あ
る
の
で
、
本
号
で
は
本

年
度
翻
刻
分
の
一
五
か
ら
二
〇
に
つ
い
て
の
み
記
す
。

⑥
一
三
函
一
―
一
五

後
七
日
御
修
法
に
つ
い
て
の
口
伝
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
冊

は
後
七
日
御
修
法
に
つ
い
て
醍
醐
と
勧
修
寺
の
伝
を
記
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
二
丁
表
の
識
語
に
は
筆
記
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み

で
誰
の
伝
を
記
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
識
語
の

後
は
本
文
中
に
「
了
一
上
人
云
」「
了
上
人
説
」「
了
上
人
云
」
と
い

っ
た
記
述
が
頻
出
し
、
了
一
上
人
公
然
の
口
伝
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

⑦
一
三
函
一
―
一
六

識
語
が
無
い
た
め
筆
記
に
係
る
状
況
は
不
明
。
勧
修
寺
流
相
伝
の

五
秘
密
法
次
第
に
つ
い
て
、
同
流
の
諸
尊
法
集
や
他
流
の
諸
尊
法
集

収
載
の
五
秘
密
法
次
第
と
の
比
較
・
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
文

中
に
も
特
に
誰
の
伝
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
定
仙
自
身
が
受
法
の

次
第
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
か
。

ち
な
み
に
表
紙
外
題
下
に
「
勧
修
寺
／
五
之
内
」
と
あ
る
よ
う
に
、

本
冊
は
勧
修
寺
流
諸
尊
法
に
関
す
る
五
冊
一
具
の
内
の
一
冊
で
あ

る
。
他
の
四
冊
に
つ
い
て
は
、
一
七
「
大
元
明
王
」、
一
八
「
求
聞

持
法
口
傳
」、
一
九
「
金
剛
夜
叉
／
烏
芻
沙
摩
（
以
下
略
）」
の
三
冊

が
該
当
す
る
が
、
も
う
一
冊
は
不
明
で
あ
る
。

⑧
一
三
函
一
―
一
七

識
語
が
無
い
た
め
筆
記
に
係
る
状
況
は
不
明
。
勧
修
寺
流
諸
尊
法

に
つ
い
て
記
し
た
五
冊
の
内
の
一
つ
。
同
流
相
伝
の
太
元
法
に
つ
い

て
の
口
決
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
欠
損
が
あ
り
判
読
困
難
で
あ
る
。
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本
文
中
「
私
云
」
と
い
う
記
述
が
頻
出
す
る
が
、
こ
れ
が
定
仙
の

見
解
を
記
し
た
も
の
か
、『
仙
芥
集
』
の
編
者
で
あ
る
智
照
の
も
の

か
は
不
明
。
な
お
「
定
仙
云
」
と
い
う
記
述
も
一
箇
所
あ
る
。
ま
た
、

勧
修
寺
流
の
太
元
法
の
口
決
で
は
あ
る
が
「
太
政
法
印
云
」
と
し
て

親
玄
の
伝
も
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
一
三
函
一
―
一
八

勧
修
寺
流
諸
尊
法
に
つ
い
て
記
し
た
五
冊
の
内
の
一
つ
で
、
同
流

相
伝
の
求
聞
持
法
の
口
伝
を
記
し
た
も
の
。
識
語
に
よ
れ
ば
正
応
二

年
（
一
二
八
九
）
十
二
月
に
願
行
上
人
憲
静
か
ら
受
法
し
た
も
の
で

あ
る
。
願
行
上
人
は
阿
性
上
人
覚
宗
か
ら
勧
修
寺
流
栄
然
方
を
相
承

し
て
い
る
の
で
、
本
冊
に
記
さ
れ
た
口
伝
も
勧
修
寺
流
栄
然
方
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
一
三
函
一
―
一
九

識
語
が
無
い
た
め
筆
記
に
係
る
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
勧
修
寺
流

諸
尊
法
に
つ
い
て
記
し
た
五
冊
の
内
の
一
つ
。
同
流
相
伝
の
金
剛
夜

叉
法
・
烏
芻
沙
摩
法
・
正
観
音
法
・
七
星
如
意
輪
法
・
不
空
羂
索
法
・

白
衣
法
・
二
臂
如
意
輪
法
・
耶
輸
多
羅
法
・
准
胝
法
に
つ
い
て
の
口

決
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
を
見
て
も
誰
の
伝
を
記
し
た
も
の
か
判

然
と
し
な
い
が
、「
私
云
」
と
い
う
記
述
が
頻
出
す
る
。
定
仙
が
受

法
し
た
勧
修
寺
流
諸
方
の
伝
を
ま
と
め
た
も
の
か
。

⑪
一
三
函
一
―
二
〇

勧
修
寺
流
の
後
七
日
御
修
法
の
記
録
に
つ
い
て
の
口
決
を
記
し
た

も
の
。
巻
中
識
語
に
「
奉
對
了
上
人
記
之
也
」、
奥
書
に
「
以
了
上

人
説
記
之
了
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
了
一
上
人
公
然
の
口
伝
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。

以
上
六
冊
を
も
っ
て
本
年
度
を
終
え
た
が
、
来
年
度
も
継
続
し
て

翻
刻
作
業
を
進
め
、
本
年
度
と
同
等
の
分
量
を
成
果
と
し
て
発
表
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
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仏
教
史
料
研
究
会

研
究
会
代
表　

櫛
田　

良
道

本
研
究
会
は
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
古
文
書
や
古
記
録
と
い
っ
た

仏
教
関
係
史
料
を
取
り
扱
い
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昨
年
度
に
立
ち
上
げ
た
。
平
成
二
八
年
度
に
真
言
宗
豊
山
派
金
乗
院

（
千
葉
県
野
田
市
清
水
）
史
料
調
査
を
実
施
し
、
内
容
の
整
理
作
業
を

進
め
て
い
る
。
金
乗
院
は
、
応
永
五
年
（
一
三
九
八) 

の
開
基
と
伝

え
ら
れ
、
近
世
期
に
は
本
寺
と
檀
林
の
寺
格
を
有
し
、
近
隣
寺
院
を

統
括
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
寺
に
は
、
檀
林
・
本
末

関
係
な
ど
を
示
す
史
料
群
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
の
蔵
に
は

古
典
籍
を
含
む
史
料
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
金
乗
院

所
蔵
史
料
は
市
史
や
県
史
な
ど
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
未
整
理

の
状
態
で
あ
る
。
昨
年
度
は
文
書
・
記
録
類
を
中
心
に
史
料
整
理
を

進
め
る
と
同
時
に
、
目
録
を
作
成
し
た
。
目
録
中
に
立
て
た
項
目
と

し
て
は
【
主
題
】【
文
書
種
類
（
形
態
の
別
）】【
年
月
日
】【
奥
付
内

容
】【
備
考
】
で
あ
る
。
研
究
会
参
加
者
の
分
担
作
業
と
し
て
、
作

成
作
業
を
実
施
し
、
各
担
当
か
ら
の
作
業
の
進
捗
状
況
の
報
告
と
、

解
読
の
難
し
い
箇
所
な
ど
の
読
み
合
わ
せ
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
参

加
者
全
体
の
古
文
書
解
読
の
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
当
初

よ
り
、
金
乗
院
史
料
に
つ
い
て
着
目
し
て
い
た
の
は
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
一
～
一
八
二
九
）
の
本
山
交
衆
に
係
る
「
大
衆
帳
」
と
、

近
世
中
期
に
発
生
し
た
近
隣
寺
院
と
の
訴
訟
問
題
に
関
す
る
古
文

書
・
古
記
録
類
で
あ
る
。「
交
衆
帳
」
の
基
本
的
な
性
格
は
論
義
が

実
施
さ
れ
る
度
に
作
成
さ
れ
た
名
簿
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

全
体
を
一
覧
す
る
と
、
法
臈
の
浅
い
者
が
年
を
重
ね
る
毎
に
上
座
へ

と
昇
っ
て
行
き
、
や
が
て
は
名
簿
上
か
ら
名
前
を
消
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
同
様
に
、
上
座
に
い
て
名
前
が
消
え
た
者
で
も
、
一
定

の
期
間
を
経
る
と
再
び
名
前
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
内
容

か
ら
、
金
乗
院
を
拠
点
と
し
て
在
地
に
お
い
て
活
動
し
た
僧
侶
の
様

子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
訴
訟
問
題
に
つ
い
て
は
、
内
容
そ
の
も
の
が
現
存
す
る
寺

院
と
の
関
係
性
に
繋
が
り
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
表
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
考
慮
が
必
要
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
在

地
に
お
け
る
本
末
関
係
の
訴
訟
が
、
寺
社
奉
行
扱
い
と
な
り
、
裁
許

が
下
さ
れ
る
一
連
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
仏
教
史
以
外
に
も
幕
府
制

度
史
面
か
ら
見
て
も
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

今
年
度
は
、予
定
し
て
い
た
残
り
の
史
料
群
（
全
体
の
１
／
３
程
度
）

の
整
理
・
撮
影
作
業
を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
が
、
本

末
関
係
、
檀
林
制
度
、
移
転
寺
制
度
と
い
っ
た
近
世
新
義
真
言
宗
史

の
実
態
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要

性
も
実
感
し
た
。
次
年
度
以
降
は
、
そ
う
し
た
知
識
の
向
上
を
図
り

な
が
ら
研
究
会
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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「
大
学
と
宗
教
」
研
究
会

研
究
会
代
表　

松
野　

智
章

本
研
究
会
は
、「
大
学
と
宗
教
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、

平
成
二
二
年
四
月
に
発
足
し
た
研
究
会
で
あ
り
、
今
年
度
で
第
三
期

目
を
迎
え
て
い
る
。
第
一
期（
平
成
二
二
～
二
四
年
度
）の
成
果
は『
シ

リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教
Ⅰ　

近
代
日
本
の
大
学
と
宗
教
』
と
し
て
、
第

二
期
（
平
成
二
五
～
二
七
年
度
）
の
成
果
は
『
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗

教
Ⅱ　

戦
時
日
本
の
大
学
と
宗
教
』
と
し
て
報
告
し
て
き
た
。

今
年
度
か
ら
第
三
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
期
に
お
い
て
は
昭
和

二
二
年
か
ら
現
在
に
至
る
戦
後
日
本
の
大
学
制
度
（
新
制
大
学
制
度
）

上
で
展
開
し
て
き
た
、
宗
教
に
関
わ
る
①
学
問
、
②
養
成
、
③
資
格

に
焦
点
を
当
て
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
は
、
下
記
の
三
つ
を
設
定
し
た
。

①
学
問
：
宗
教
関
連
学
問
の
戦
後
史
解
明
と
現
在
的
意
義
の
探
究

②
養
成
：
大
学
内
宗
教
者
養
成
の
歴
史
的
解
明
お
よ
び
現
状
に
関

す
る
実
態
調
査

③
資
格
：
大
学
を
基
盤
に
提
供
し
て
い
る
宗
教
関
連
資
格
に
関
す

る
調
査
研
究

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
上
で
共
同
研

究
を
進
め
て
お
り
、
①
②
③
で
の
成
果
を
有
機
的
に
接
合
し
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
大
学
制
度
上
で
宗
教
を
扱
う
こ
と
の
意
義
や
課
題
、
可

能
性
に
つ
い
て
多
角
的
に
検
討
・
探
究
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

【
①
学
問
】

・
小
柳
敦
史
：
京
都
大
学
の
基
督
教
学
講
座
に
お
け
る
学
問
論
と

研
究
構
想
に
関
す
る
調
査
研
究

・
柴
田
泰
山
：
宗
門
大
学
に
お
け
る
宗
学
の
戦
後
史
解
明
と
現
在

的
意
義
に
関
す
る
哲
学
的
探
究

・
三
浦　

周
：
大
正
大
学
に
お
け
る
仏
教
学
の
戦
後
史
の
調
査
研

究
・
岡
田
正
彦
：
天
理
大
学
に
お
け
る
建
学
理
念
教
育
と
天
理
教
学

に
関
す
る
調
査
研
究

・
西
谷
幸
介
：
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
神
学
の
戦
後
史
解

明
と
教
理
間
対
話
の
理
論
構
築

・
松
野
智
章
：
日
本
の
宗
教
哲
学
の
戦
後
史
と
現
在
的
意
義
の
探

究
【
②
養
成
】

・
林
淳
：
愛
知
学
院
大
学
・
駒
澤
大
学
に
お
け
る
僧
侶
養
成
の
戦

後
史
の
調
査
研
究

・
安
中
尚
史
：
立
正
大
学
に
お
け
る
僧
侶
養
成
と
日
蓮
系
教
団
の

戦
後
史
の
調
査
研
究

・
藤
本
頼
生
：
國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学
と
神
職
養
成
の
戦
後

史
の
調
査
研
究

・
江
島
尚
俊
：
同
志
社
大
学
・
関
西
学
院
大
学
・
西
南
学
院
大
学

に
お
け
る
聖
職
者
養
成
の
戦
後
史
の
調
査
研
究
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・
武
井
順
介
・
齋
藤
崇
徳
：
宗
教
系
大
学
八
大
学
を
対
象
と
し
た

宗
教
者
養
成
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
実
態
調
査

【
③
資
格
】

・
高
橋
原
：
各
大
学
に
お
け
る
臨
床
宗
教
師
資
格
の
教
育
実
態
に

関
す
る
調
査
研
究

・
山
梨
有
希
子
：
宗
教
文
化
士
制
度
の
創
設
背
景
・
歴
史
お
よ
び

現
状
に
関
す
る
調
査
研
究

な
お
、本
研
究
会
が
主
体
と
な
っ
て
平
成
二
九
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た

日
本
宗
教
学
会
第
七
六
回
学
術
大
会
（
東
京
大
学
）
でM

A
SU

ZA
W

A
 

Tom
oko

氏
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
に
招
聘
し
、
英
語
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

「R
econsidering R

eligious Studies in M
odern Japan in 

Light of the Institutionalization of U
niversities

」
を
実
施
、

ま
た
、
研
究
発
表
パ
ネ
ル
「
総
力
戦
体
制
下
の
宗
教
系
大
学
・
専
門

学
校
に
お
け
る
「
理
念
」
の
変
質
」
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

成
果
を
世
に
問
う
て
き
た
。

今
後
も
、
積
極
的
に
研
究
成
果
を
報
告
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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密
教
聖
典
研
究
会

研
究
会
代
表　

駒
井　

信
勝

当
研
究
会
は
昨
年
度
よ
り
、
従
来
の
「
梵
本
写
本
不
空
羂
索
神
変

真
言
経
研
究
会
」と「﹃
理
趣
広
経
﹄の
翻
訳
研
究
会
」と
が
統
合
さ
れ
、

一
つ
の
研
究
会
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』

と
『
理
趣
広
経
』
の
二
本
の
経
典
を
読
み
進
め
て
い
る
。

ま
ず
前
者
の
方
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
梵
文
写
本
影
印

版
』
を
基
礎
資
料
と
し
、
対
応
す
る
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
お
よ
び
漢
訳
を

適
宜
参
照
し
な
が
ら
精
読
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
は
、

「T
ranscribed Sanskrit T

ext of the A
m

oghapåßakalparåja 

（I

）〜（V II

）」、
お
よ
び
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
校
訂
テ
ク
ス
ト
の

Prelim
inary E

dition

に
試
訳
を
加
え
る
形
式
で
研
究
成
果
を
報

告
し
た
「A

m
oghapåßakalparåja: Prelim

inary E
dition 

お
よ

び
和
訳
註
⑴
〜
⑶
」
と
し
て
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』

に
お
い
て
報
告
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
方
法
で
は
、
全
て
の
写
本
の
テ
ク
ス
ト
を
報

告
し
終
わ
る
ま
で
に
多
く
の
年
月
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
本
年
度
か
ら
は
、『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』

へ
の
報
告
を
一
度
中
断
し
、
担
当
者
た
ち
が
各
自
残
り
の
写
本
を
テ

ク
ス
ト
化
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。
未
だ
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る

か
は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
全
て
の
テ
ク
ス
ト
の
内
容
を
、
よ
り
早

く
公
開
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
る
。

後
者
の
方
は
、『
理
趣
広
経
』
の
校
訂
テ
ク
ス
ト
作
成
と
そ
の
読

解
を
行
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
本
経
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典

は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
校
訂
テ
ク
ス
ト
作
成
の
際

に
は
、
本
経
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
お
よ
び
漢
訳
を
中
心
に
扱
わ
ざ
る
を

え
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、『
初
会
金
剛
頂
経
』
を
始
め
と
す

る
関
連
文
献
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
可
能
な
限
り
原
語
を
部
分
的
に

回
収
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

現
在
は
前
編
に
相
当
す
る
「
般
若
分
」（Ír¥param

ådya-nåm
a-

m
ahåyånakalparåjå

）
を
読
み
終
え
、後
編
に
相
当
す
る
「
真
言
分
」

（Ír¥param
ådya-m

antrakalpakha∫∂a-nåm
a

）
の
読
解
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
一
部
の
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
プ
タ
ク
版
の
読
み
が
他
版
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
プ
タ
ク
版
の
読
み
に
関
す
る
問
題
は
、
今
後
の
研
究

会
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
き
、『
理
趣
広
経
』
全
体
を
通
じ
た

視
点
で
プ
タ
ク
版
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
か
を
検
討
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

ま
た
、「
般
若
分
」
を
一
通
り
読
み
終
え
た
た
め
、
次
年
度
か
ら

は
「
般
若
分
」
の
出
版
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

な
お
、本
年
度
の
『
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
に
は
、『
理
趣
広
経
』

第
十
二
章
・
第
十
三
章
・
第
十
四
章
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
校
訂
テ
ク
ス

ト
を
報
告
す
る
。

今
後
も
両
経
の
全
容
解
明
を
目
指
し
て
文
献
学
的
研
究
を
継
続

し
、
そ
の
成
果
を
報
告
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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梵
語
仏
典
研
究
会

研
究
会
代
表　

横
山　

裕
明

本
研
究
会
は
、
大
正
大
学
の
伝
統
的
な
梵
語
仏
典
研
究
を
受
け
継

ぐ
研
究
会
と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
従
来
の
「
声
聞
地
研
究

会
」「
律
経
研
究
会
」「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
修
辞
法
研
究
会
」
と
い
う

三
つ
の
研
究
会
を
一
つ
に
統
合
し
て
始
動
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
研

究
会
の
実
体
は
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
保
持
し
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ
間

の
行
き
来
を
自
由
に
し
て
研
究
者
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
伝

統
的
学
問
の
継
承
と
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
研
究
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
本
研
究
会
と
し
て
は
二
年
目
で
あ
り
、
各
研
究
グ
ル

ー
プ
は
引
き
続
き
の
内
容
と
し
て
次
の
研
究
活
動
を
行
っ
た
。

ま
ず
声
聞
地
グ
ル
ー
プ（
昭
和
五
十
四
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開
始
）

は
、
第
一
瑜
伽
処
か
ら
第
四
瑜
伽
処
ま
で
の
全
四
章
か
ら
な
る
『
瑜

伽
論
声
聞
地
』
の
校
訂
テ
ク
ス
ト
と
訳
註
を
作
成
し
て
い
る
。
平
成

二
十
五
年
度
よ
り
「
第
三
瑜
伽
処
」
の
解
読
を
進
め
て
お
り
、
本
年

度
内
の
出
版
を
予
定
し
て
い
る
。
本
年
度
は
校
訂
テ
ク
ス
ト
お
よ
び

訳
註
を
見
直
し
て
細
か
い
ミ
ス
を
取
り
除
く
作
業
に
従
事
し
、
さ
ら

に
「
は
じ
め
に
」
お
よ
び
「
概
要
」
と
い
っ
た
書
籍
化
す
る
に
当
た

っ
て
必
要
な
部
分
の
執
筆
に
取
り
組
ん
だ
。
現
在
は
最
終
稿
を
出
版

社
に
提
出
し
た
段
階
で
あ
り
、
本
年
度
内
の
出
版
は
確
実
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
出
版
後
は
「
第
四
瑜
伽
処
」
を
読
解
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
が
、「
第
三
瑜
伽
処
」
に
関
す
る
海
外
の
専
門
家
た
ち
の
評

価
や
そ
の
他
の
出
版
情
報
に
基
づ
い
て
今
後
取
り
組
む
べ
き
箇
所
を

柔
軟
に
選
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

次
に
律
経
グ
ル
ー
プ
（
平
成
十
四
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開
始
）
は
、

平
成
十
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
チ
ベ
ッ
ト
・
ウ
メ
字
転
写
梵
文
写
本

集
成
影
印
版
』に
含
ま
れ
る『
律
経
』お
よ
び『
律
経
自
註
』「
出
家
事
」

の
解
読
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
は
、昨
年
度
ま
で
に
投
稿
し
た
「
律

経
の
研
究
⑽
」
の
続
き
（B

. V
. B

apat &
 V

. V
. G

okhale

校
訂
本

‹422

〜
に
相
当
）
を
解
読
し
た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
が
声
聞
地
グ
ル
ー

プ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
第
三
瑜
伽
処
」
の
出
版
に
注
力

せ
ざ
る
を
得
ず
、
思
う
よ
う
に
読
解
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、‹470

ま
で
の
校
訂
テ
ク
ス
ト
と
訳
註
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

次
年
度
は
四
川
大
学
のLuo H

ong

教
授
た
ち
と
共
同
で
、
第
二
回

『
律
経
』
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

最
後
に
修
辞
法
グ
ル
ー
プ（
平
成
十
九
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開
始
）

は
、
全
五
章
か
ら
な
る
ヴ
ァ
ー
マ
ナ
（V

åm
ana

）
著
『
詩
の
修
辞

法
の
手
引
・
註
（K

åvyåla kåras∑trav tti

）』
の
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ

と
訳
註
を
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
順
次
、
当
研
究
年
報
に
発
表
し
て

い
る
。
本
年
度
は
第
四
章
の
見
直
し
を
行
な
い
、
そ
の
成
果
と
し
て

『
綜
佛
年
報
』
に
第
四
章
全
体
の
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
と
訳
註
の
掲
載
を

予
定
し
て
い
る
。
次
年
度
は
引
き
続
き
第
五
章
に
取
り
組
む
予
定
で

あ
る
。
な
お
、
第
五
章
を
正
確
に
解
読
す
る
に
は
パ
ー
ニ
ニ
文
法
の

知
識
も
要
す
る
た
め
、
そ
の
準
備
作
業
と
し
て
パ
ー
ニ
ニ
文
法
に
関

す
る
先
行
研
究
も
併
読
し
て
い
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
修
辞
学
に
関

す
る
研
究
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
の
厳
密
な
解
釈
な
ら
び
に
翻
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訳
法
の
確
立
に
も
役
立
つ
こ
と
が
こ
の
一
〇
年
間
の
共
同
研
究
か
ら

判
明
し
て
い
る
の
で
、
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
語
の
原
典
を
扱
う
幅
広

い
分
野
の
研
究
者
に
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
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唐
中
期
仏
教
思
想
研
究
会

研
究
会
代
表　

小
林　

順
彦

こ
の
研
究
会
は
、
唐
中
期
の
帝
都
長
安
に
お
け
る
仏
教
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
第
一
期
と
し

て
は
、
飛
錫
が
著
し
た
『
念
仏
三
昧
寶
王
論
』
を
中
心
に
考
察
し
、

一
定
の
成
果
を
刊
行
し
た
。
そ
の
際
に
不
十
分
、
も
し
く
は
疑
問
に

思
わ
れ
た
点
を
解
決
す
べ
く
、
第
二
期
と
し
て
研
究
活
動
を
継
続
し

て
い
る
の
が
本
研
究
会
で
あ
る
。

唐
中
期
は
仏
教
が
中
国
に
お
い
て
華
開
い
た
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
諸
宗
融
合
が
図
ら
れ
た
時
代
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、

人
々
の
往
来
が
最
も
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

実
は
こ
の
こ
と
が
、
唐
中
期
仏
教
全
体
の
把
握
を
更
に
難
し
く
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
研
究
会
で
は
、
ま
ず
そ
の
素
地
を
抜

本
的
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た
。

我
々
の
研
究
は
、
先
学
の
研
究
が
あ
っ
て
そ
れ
を
土
台
に
し
て
構

築
し
て
い
く
の
が
常
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
先
学
が
参
考
に
し
た
書

物
や
引
用
個
所
は
、
大
い
に
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
ら
を
孫
引
き
し
て
満
足
し
、
そ
れ
以
上
の
探
索

は
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
か
か
る
状
況
で
ま
ず
手
を
付
け
た
の
が
、
仏
教
関
係
以
外

の
漢
籍
を
調
査
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
唐
代
の
様
子
を
探
る

上
で
、『
全
唐
文
』
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
周
知
の
如
く
『
全

唐
文
』
は
か
な
り
の
分
量
が
あ
り
、
そ
れ
を
最
初
か
ら
読
み
進
め
て

い
く
の
は
難
作
業
で
あ
っ
た
。
各
自
分
担
す
る
巻
数
を
決
め
、
唐
代

中
期
の
文
献
を
抽
出
し
、
カ
ー
ド
化
す
る
こ
と
に
し
た
。

長
安
城
の
白
地
図
を
作
成
し
、
カ
ー
ド
化
が
終
了
し
た
段
階
で
地

図
に
書
き
入
れ
、
人
物
の
動
き
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

物
の
往
来
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
カ
ー
ド
化
に
は
思

い
も
か
け
ず
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
要
因
に
は
次
の
理

由
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
『
全
唐
文
』
自
体
の
読
解
が
か
な
り
難
解
で
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
必
要
案
件
だ
け
抽
出
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
こ
と
。

②
か
な
り
の
分
量
が
あ
る
た
め
、
作
業
を
し
て
い
く
う
ち
に
収
集

に
バ
ラ
ツ
キ
が
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

③
作
業
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
当
初
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
対
応

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

主
に
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
作
業
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
徒

に
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
加
え
て
、
研
究
員
達
が
皆
な
大

学
非
常
勤
講
師
に
な
っ
て
し
ま
い
、
研
究
会
開
催
曜
日
に
参
集
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
痛
手
で
あ
っ
た
。

　
今
年
度
が
一
応
研
究
会
と
し
て
の
最
終
年
度
で
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、『
全
唐
文
』
を
題
材
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
は
間
違
い
で
は
な

か
っ
た
。
た
だ
余
り
に
も
大
き
な
森
に
手
を
付
け
て
し
ま
っ
た
た
め
、

成
果
と
し
て
世
に
出
せ
な
か
っ
た
の
は
残
念
至
極
で
あ
る
。
カ
ー
ド

化
は
終
わ
っ
て
整
理
を
す
る
段
階
ま
で
は
こ
ぎ
着
け
た
。
こ
の
間
の
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努
力
を
無
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
い
つ
か
再
度
着
手
し

て
形
に
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

何
れ
に
し
ろ
、
永
年
に
亘
り
面
倒
を
見
て
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方

や
、
歴
代
綜
仏
事
務
局
の
方
々
に
は
物
心
共
に
非
常
に
御
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
陳
謝
す
る
と
共
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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室
町
期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教
の
研
究

研
究
会
代
表　

大
橋　

雄
人

本
研
究
会
で
は
、
室
町
期
の
仏
教
研
究
に
お
い
て
従
来
あ
ま
り
注

目
さ
れ
て
い
な
い
諸
宗
兼
学
・
融
合
思
想
を
有
し
た
仏
教
者
旭
蓮
社

澄
円
（
一
二
九
〇
―
一
三
七
二
）
の
思
想
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

澄
円
は
、
八
宗
の
教
義
に
通
じ
、
入
元
し
て
廬
山
東
林
寺
に
登
り
、

白
蓮
宗
の
優
曇
普
度
に
慧
遠
流
の
浄
土
教
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

澄
円
は
槙
尾
山
で
三
部
の
密
灌
を
受
け
、
南
都
で
登
壇
受
戒
し
、
天

台
の
承
遍
（
檀
那
院
流
）・
観
豪
か
ら
天
台
教
を
学
び
、
浄
土
教
は
九

品
寺
流
、
鎮
西
流
の
相
伝
を
受
け
、
禅
宗
で
は
虎
関
師
錬
と
の
交
流

が
確
認
で
き
、
諸
宗
の
教
義
を
遍
学
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
南
朝
の
後
村
上
天
皇
の
帰
依
を
蒙
り
、
南
朝
の
為
に
奔
走
し

て
い
る
。
そ
れ
故
、
中
国
元
代
仏
教
の
日
本
へ
の
影
響
や
皇
室
と
仏

教
者
と
の
関
係
等
、
南
北
朝
期
の
仏
教
に
関
す
る
新
し
い
研
究
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
書

で
あ
る
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』『
同
輔
助
義
』
の
書
誌
的
整
理
を
は

じ
め
、著
者
澄
円
伝
の
研
究
、『
浄
土
十
勝
論
』『
同
輔
助
義
』
の
翻
刻
・

書
き
下
し
文
・
語
注
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』

『
同
輔
助
義
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
非
常
に
少
な
く
、思
想
史
研
究
、

書
誌
学
研
究
、
伝
記
研
究
の
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
研
究
会
参
加
者
各

位
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
の
も
と
個
別
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

翻
刻
・
書
き
下
し
文
・
語
注
作
成
作
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
ま
で
に
第
二
巻
（
巻
上
乾
中
）
二
〇
丁
オ
ま
で
を
終
え
、
本

年
度
は
昨
年
度
の
続
き
よ
り
開
始
し
、
第
二
巻
（
巻
上
乾
中
）
四
六

丁
オ
ま
で
の
作
業
を
終
え
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
掲
載
の
中
間

報
告
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

残
念
な
が
ら
、
本
年
度
は
本
研
究
会
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
個
人
研

究
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

次
年
度
の
共
同
研
究
は
、
第
二
巻
（
巻
上
乾
中
）
四
六
丁
オ
よ
り

作
業
を
引
き
続
き
進
め
、
個
人
研
究
に
つ
い
て
も
精
力
的
に
口
頭
発

表
や
研
究
論
文
の
発
表
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
に
行
っ
て
き
た
翻
刻
等
の
デ
ー
タ
を
再
整
理
し
、
出
版
に
向
け

た
作
業
を
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。
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